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課題の多い物流業界で、持続可能な未来に向け
誰もが活躍できる社会の実現を目指します

群馬小型運送株式会社
高崎市

代　表　者： 川手和義
設立年月日： 1953 年 9 月 17 日
資　本　金： 1,635 万円
従 業 員 数： 105 人 

住  所： 高崎市中大類町 118-3
T E L： 027-350-7020
Ma i l： info-gyoumu@gku.group
U R L： http://www.gku.group/gunma-kogata

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　私たちは GKU グループの中核企業として、トラック輸送
を主軸事業に総合物流業を行っています。 強固な物流ネッ
トワーク、多様な車両と温度帯管理のできる倉庫を保有し、
お客様の物流コストの削減や物質品質向上の実現に向け、
最適な物流スタイ
ルを提案します。

　長時間労働による重大事故や慢性的な人材不足が課題の
物流業界にあって、持続可能な未来の構築に向け、一企業
として何ができるかを日々考えています。「産業の血液」と 
称され経済を支えるインフラ産業として、地球温暖化などの
環境問題に憂慮した活動を推進するだけでなく、そこで働く
従業員が健やかに、そして幸せに働き続けることができるよ
う、職場環境の改善を図り、誰もが活躍できる社会の実現
を目指します。

●健康経営の推進
　従業員みんなが心身共に健やかに保てるよう、労働環境
の改善や積極的な健康経営を推進しています。予防接種の
費用負担による感染症対策への取組や、「プチ社食」の導
入による食事の見直しなどに加え、2021 年には「禁煙サポー
トプログラム」を策定し、喫煙者の減少に向けて活動を始
めました。プログラム参加者の意思や状況に合わせて取り
組めるよう、3 つのコースを用意し禁煙を促進。これまでに
卒煙に成功した従業員がいるほか、禁煙サポートプログラム
のスタートと同時に、構内および車内の全面禁煙を実施する
ことで、受動喫煙環境の改善にも成功しました。 

　物流は社会インフラである一方で、重大事故の
多発や CO2 の排出、長時間労働や慢性的な人材
不足など、持続可能な未来に向けて課題が多く残
る業界です。 だからこそ私たちは、常に自分たち
にできることを考え、新たな取組にチャレンジし、
いつの時代も社会に必要とされる企業でありたい
と考えています。

　あらゆる局面で動き続ける物流業界にとって、
環境への配慮はもちろん、長時間労働や人材不足
の改善に向けて、関わるすべての人々との協力は
必要不可欠です。「共同配送」による環境負荷の
低減や物流の効率化、「ホワイト物流の推進」によ
る労働環境の整備など、今後も多くの人や企業と
協力し、改善していきます。

●女性が働きやすい職場提案
　男性従業員が圧倒的多数を占める物流業界にあって、そ
こで働く女性従業員が快適に過ごせるよう、女性専用のパ
ウダールームの設置や女性専用の営業車両の導入を進めて
います。 女性従業員一人ひとりの声を反映し、女性も希望
に応じて持てる能力を発揮できるよう、その活躍を応援し、
従業員みんなが会社や仕事に満足感を持てる会社づくりを
行っています。

働く人の心と体を守り、快適に過ごせるよう、積極的な健康経営を推進
労働環境の改善で性差なく能力を発揮できるよう、女性の活躍を応援します

「禁煙サポートプログラム」は、参加者の意思や状況に合わせて取り
組めるよう 3 つのコースを用意

本社事務所 2 階をリフォームし、女性が快適に使用できるパウダー
ルームを設置

課題が多い業界だからこそ
持続可能な未来に向けて挑戦

様々な問題点の改善に
広く協力が必要な物流業界

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像
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